
  
１ ． 個 ⼈ 情 報 の 取 得 に つ い て   

弊 社 は、 偽 り そ の 他 不 正 の ⼿ 段 に よ ら ず 適 正 に 個 ⼈ 情 報 を 取 得 致 し ま す。   

２ ． 個 ⼈ 情 報 の 利 ⽤ に つ い て   
弊 社 は、 個 ⼈ 情 報 を 以 下 の 利 ⽤ ⽬ 的 の 達 成 に 必 要 な 範 囲 内 で、 利 ⽤ 致 し ま す。   
以 下 に 定 め の な い ⽬ 的 で 個 ⼈ 情 報 を 利 ⽤ す る 場 合、 あ ら か じ め ご 本 ⼈ の 同 意 を 得 た 
上 で ⾏ な い ま す。   
（１）   ご 相 談 に 対 す る 回 答 及 び 資 料 送 付   
（２）   お 問 い 合 わ せ フォー ム に ⼊ ⼒ い た だ い た 内 容 に 対 す る 回 答 等   

３ ． 個 ⼈ 情 報 の 安 全 管 理 に つ い て   
弊 社 は、 取 り 扱 う 個 ⼈ 情 報 の 漏 洩、 滅 失 ま た は き 損 の 防 ⽌ そ の 他 の 個 ⼈ 情 報 の 安 全 
管 理 の た め に 必 要 か つ 適 切 な 措 置 を 講 じ ま す。   

４ ． 個 ⼈ 情 報 の 委 託 に つ い て   
弊 社 は、 個 ⼈ 情 報 の 取 り 扱 い の 全 部 ま た は ⼀ 部 を 第 三 者 に 委 託 す る 場 合 は、 当 該 第 
三 者 に つ い て 厳 正 な 調 査 を ⾏ い、 取 り 扱 い を 委 託 さ れ た 個 ⼈ 情 報 の 安 全 管 理 が 図 ら 
れ る よ う 当 該 第 三 者 に 対 す る 必 要 か つ 適 切 な 監 督 を ⾏ い ま す。   

５ ． 個 ⼈ 情 報 の 第 三 者 提 供 に つ い て   
弊 社 は、 個 ⼈ 情 報 保 護 法 等 の 法 令 に 定 め の あ る 場 合 を 除 き、 個 ⼈ 情 報 を あ ら か じ め 
ご 本 ⼈ の 同 意 を 得 る こ と な く、 第 三 者 に 提 供 致 し ま せ ん。   

６ ． 個 ⼈ 情 報 の 開 ⽰・ 訂 正 等 に つ い て   
弊 社 は、 ご 本 ⼈ か ら ⾃ ⼰ の 個 ⼈ 情 報 に つ い て の 開 ⽰ の 請 求 が あ る 場 合、 速 や か に 開 
⽰ を 致 し ま す。   
そ の 際、 ご 本 ⼈ で あ る こ と が 確 認 で き な い 場 合 に は、 開 ⽰ に 応 じ ま せ ん。   
個 ⼈ 情 報 の 内 容 に 誤 り が あ り、 ご 本 ⼈ か ら 訂 正・ 追 加・ 削 除 の 請 求 が あ る 場 合、 調 
査 の 上、 速 や か に こ れ ら の 請 求 に 対 応 致 し ま す。   
そ の 際、 ご 本 ⼈ で あ る こ と が 確 認 で き な い 場 合 に は、 こ れ ら の 請 求 に 応 じ ま せ ん。   
弊 社 の 個 ⼈ 情 報 の 取 り 扱 い に つ き ま し て、 上 記 の 請 求・ お 問 い 合 わ せ 等 ご ざ い ま し 
た ら、 下 記 ま で ご 連 絡 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す。   

【  連 絡 先  】   
株 式 会 社   森 ⽥ ヨ ガ 教 室   
メー ル    bikyakumorita@gmail.com   

７ ． 組 織・ 体 制   
弊 社 は、 服 部 光 世 を 個 ⼈ 情 報 管 理 責 任 者 と し、 個 ⼈ 情 報 の 適 正 な 管 理 及 び 継 続 的 な 
改 善 を 実 施 致 し ま す。   

８ ． 本 ⽅ 針 の 変 更   
        本 ⽅ 針 の 内 容 は 変 更 さ れ る こ と が あ り ま す。   
       変 更 後 の 本 ⽅ 針 に つ い て は、 弊 社 が 別 途 定 め る 場 合 を 除 い て、 当 サ イ ト に 掲 載 し た  
    
        時 か ら 効 ⼒ を ⽣ じ る も の と し ま す。   
９ ． 免 責 事 項     



当 社 は、 講 座 の 受 講 ⾵ 景 等 を 写 真 ま た は 動 画 撮 影 し、 記 録 す る 場 合 が あ り ま す。 記 
録 し た 映 像 は、 当 社 の WEB サ イ ト、 本 講 座 の 案 内 等 販 促 物、 各 種 広 告 媒 体、 教 材 
等 に 利 ⽤ す る こ と と し ま す。   
受 講 者 は、 事 前 の 申 し 出 を し な い 場 合、 記 録 さ れ た 映 像 が 上 記 の 範 囲 内 で 使 ⽤ さ れ 
る こ と、 お よ び 当 該 映 像 に 対 す る ⼀ 切 の 権 利 （著 作 権 法 ２ ７ 条 お よ び ２ ８ 条 に 定 め 
る 権 利 を 含 む） が 当 社 に 帰 属 す る こ と を 承 諾 し た も の と し ま す。 こ の 場 合 に お い 
て、 当 社 は 受 講 者 に 対 し、 報 酬 そ の 他 ⼀ 切 の ⾦ 銭 的 義 務 は 負 わ な い も の と し ま す。   

  


